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研究成果の概要（和文）：日本人患者における閉塞型睡眠時無呼吸症候群に対する骨格性要因の

影響について検討した。300 人の男性患者を対象として、体格要因と頭部側面規格エックス線

写真の分析をおこなったところ、重回帰分析で BMI のほか舌骨の垂直的高さおよび顔面の水平

長が重症度の指標として用いる AHI に影響を与える因子として抽出された。以上より日本人男

性では、肥満の進行のほか顔面の前後が短く、舌骨が低位をとるような顎顔面骨格形態がリス

ク因子である可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Skeletal risk factor of Obstructive Sleep Apnea Syndrome(OSAS)
were investigated. With the analysis of the cefalogram and body constitution of three
hundred male patients with OSAS, it was suggested that BMI increment, lower positioning
of hyoid bone, and short horizontal length of facial bone were the risk factors for OSAS
statistically.
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１．研究開始当初の背景

日本における閉塞型睡眠時無呼吸症候群
の有病率は欧米と同程度であるが、欧米の報
告と比較して超肥満症例の占める割合が低
いことから、日本人は骨格的に閉塞型睡眠時
無呼吸症候群になりやすい人種ではないか
ともいわれている。その重症度と関連する骨
格的要因について明確に述べられた報告は
少なく、閉塞型睡眠時無呼吸症候群の患者に

おける顎顔面形態の分析を行うことにより、
骨格的特徴が本疾患に与える影響について
検討をおこない、より的確な診断、効果的な
治療に結びつけることができるのではない
かと考えた。

２．研究の目的

本研究の目的は、日本人における閉塞型時
無呼吸症候群のリスクファクターを明らか
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にすることである。

３．研究の方法

対象は日本人男性睡眠呼吸障害患者 300 名で、
閉塞型睡眠呼吸障害の重症度、年齢、肥満度、
側方頭部 X線規格写真を用いた顎顔面形態分
析結果との関連性を検討した。初診時に撮影
した側方頭部 X線規格写真をフィルムスキャ
ナ（ES-8500 ,Epson,東京）によりパーソナ
ルコンピュータ（MR3400, Epson, 東京）に
デジタル画像データ(JPEG）として取り込ん
だのち、矯正用セファログラム解析ソフトウ
ェア(CephaloMetrics AtoZ, 安永コンピュー
タシステム株式会社,福井)を用いて解析し
た。

（図１、代表的な計測点）

（図２、角度的分析項目（抜粋））

（図３、距離的分析項目（抜粋））

図１～３に代表的な計測点分析項目（角度的
および距離的計測項目）を示す。通常の矯正
セファログラム分析のための 32 点に加え、
睡眠時無呼吸症候群に対する計測点として
咽頭、軟口蓋、喉頭蓋、咽頭後壁などの軟組
織および舌骨、頸椎に対する計測点を加えた
計 46 点をコンピュータモニタ上でプロット
し上下顎骨、舌、気道等の形態を示すライン
を描記した。これらから得られる角度的分析
22 項目、距離的分析 32 項目、面積分析 6 項
目の計 60 項目を出力し、初診時患者データ
（年齢、身長、体重、BMI）を加えた総計 64
項目のデータについて集計した。
これらを統計解析ソフトウェア（SPSS ver.16,
IBM, 東京）を用いて統計処理を行った。

４．研究成果

終夜睡眠ポリソムノグラフィ検査結果か
ら閉塞型睡眠呼吸障害の重症度を分類した
ところ、Apnea Hypopnea Index(AHI)が 5 未
満のいびき症 12 名、AHI5 以上 15 未満の軽症
77 名、AHI15 以上 30 未満の中等症 120 名、
AHI30 以上の重症 91 名で、平均 AHI（SD）は
25.6（18.0）あった。年齢は 20 歳から 78 歳、
平均（SD）は 49（14）歳で、肥満度を表す
BMI は 17.0 から 39.4、平均（SD）は 24.7（3.2）
であり、BMI が 30 以上で肥満２度以上の患者
は 19 名 6.3％であった。側方頭部 X線規格写
真分析では、SNA、SNB、MPH、PAS、軟口蓋長
などの顎顔面形態や気道形態を反映する項
目を計測し、それぞれの平均値（SD）は、83.0
（4.3）、78.6（3.9）、20.3（5.7）、13.8（5.2）、
43.6（4.6）であった。AHI と各項目間につい
て Peason の相関係数を算出し検討したとこ



ろ、AHI は加齢に伴い上昇する傾向があり
(r=0.11, p<0.05)、BMI とも高い相関を示し
た(r=0.34, p<0.05)。また、AHI と相関を認
めた側方頭部 X線規格写真分析項目として舌
の前後的長さおよび面積、MPH に代表される
舌骨の垂直的高さおよび水平的位置、SNP、
Go-Me 間距離、Y 軸角および顔面軸角、顔面
の高さおよび前後的距離を示す多数の変数
が抽出された。しかしながら、いずれの項目
もその相関係数の絶対値はおおむね 0.2 以下
と低く、AHI に対する影響の度合いを総合的
に検討するため頭部側方 X線規格写真の計測
結果に加えて年齢、身長、体重、BMI を組み
入れた多変量解析（重回帰分析）を試みたと
こ ろ 、 BMI 、 HH1( 第 3 頸 椎 と 下 顎 骨
retrognathion を結ぶ直線と舌骨との距離)、
および顔面の前後長さを示す関節頭から A点
への直線と同線から Pog点に向かう垂線の交
点と関節頭との間の距離、この 3変数が抽出
され、それぞれの標準化係数は0.339, 0.228,
-0.181 であり、モデル全体の重相関係数 R値
は 0.450、R2 乗は 0.202 であった。したがっ
て、統計学的には①BMI が大きいほど、②舌
骨が下顎骨から低位にあるほど、③顔面の前
後長が短いほど、AHI が増加する傾向にある
ことが示唆された。これらの予測式は比較的
臨床的実感とも合致しており、また、欧米の
報告と比較して超肥満症例の占める割合が
低い理由として、日本人の頭蓋骨の形態が短
頭型が多いこと、すなわち頭蓋顔面の前後的
距離がその高さに対して小さい比率をとる
ことにより、気道の狭小化等が引き起こされ
やすくなるのではないかということも日本
人における閉塞型睡眠時無呼吸症候群にお
ける骨格的リスク要因となりうる可能性が
示唆された。また、今回の解析で抽出された
2 つのセファログラム計測項目は口腔内装置
による下顎前方誘導、あるいは顎骨前方移動
術などによって AHI を低下させる方向に変化
することが予想される項目であり、今後の展
開として閉塞型睡眠時無呼吸症候群の治療
法における効果判定や術前検討などにも応
用が可能ではないかと考えている。
以上の結果から、日本人男性閉塞型睡眠時
無呼吸症候群患者では、加齢や肥満の進行な
らびに舌骨が低位をとるような顎顔面形態
がリスク因子であるとともに、日本人の頭蓋
形態の特徴（短頭）により顔面の前後長が相
対的に小さいことも骨格的リスク因子の一
つとしてあげられる可能性が示唆された。
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